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 年々出願が増大する中国の特許情報であるが、中国では出願から 18 か月を待たずに

公開される特許が 2012 年以降、増え続け、最近では全出願の６０％以上が出願～6 か

月以内に公開されているという状況である。出願～6 か月以内に公開になる特許を超早

期公開特許と定義してその動向をフォローした。 
 

通常公開出願も含めた出願ランキング上位の出願人も出願～6 か月以内公開特許が

全出願の８０％以上というのもある一方、HUAWEI、SINOPEC、ALIBABA など出願

ランキング上位の主要出願人も早期公開特許として活用していない出願人もいるなど

多様である。最近のその状況を紹介した。 
早期公開特許の出願状況は 2012 年以来フォローしており、 特技懇 2019 1)や パテン

ト 2014 2)でも解説している。 
 
１．中国特許出願推移 
中国特許庁(CNIPA)から公表された特許、実案、意匠の出願推移を図１に、公開特許数、

有効登録特許数を図２に示す。CNIPA 公表の出願数に変動はないが、公開特許数、有効登

録特許数は出願年基準で CNIPR から求めたものであり、公開数はデータ更新のたびに増加

し、有効登録特許数は更新のたびに増減する。 
 

 2019 年 CNIPA 出願数は 2018 年より落ち込んでいるが、それでも 140 万件の出願があ

る。公開特許数も 2016 年出願分以降は上積みされ、公開前取下げなどがあるため CNIPA
出願公表数に達することはないが、現時点で 2017 年出願の CNIPA 公表数を上回る公開特

許数があるのが気にかかる。 
 
有効登録特許数は、審査を経て公告となり、年金を納付して有効登録特許となったもの

が年金未納などによって減少していく。ここには審査請求前、審査中の公開特許は含まれ

ていないのでこれらが加味されていくらか増える。2010～2014 年はわずかに登録特許も追

加されるが、年金未納失効もあるので大きな増加とはならない。2015 年以降は登録特許の

増加が優勢となりが、有効登録特許も増えるが、急激に増加することはない。権利ある有

効な登録特許は、世間が騒ぐほど膨大なものではないのである。 
 
権利侵害の有無は、未審査および審査中の公開特許の登録状況と、この有効登録特許を

把握すればよいことになる。また、中国内国出願分の登録率、登録後の維持率（年金納付）



は共に低いので大騒ぎすることもない。 
 

 
図１．CNIPA 公表の特実意匠出願推移 

 

 

図２．CNIPA 出願数、公開特許数、有効登録特許数（2020 年 5 月 31 日現在） 
 
２．公開・登録特許ランキング 
このように年々増加する中国特許ではあるが、そのメジャーなプレイヤーを見てみよう。

2019 年公開特許ランキング(公開日基準)を基に TOP100 について 2010 年以降公開分を付

表１に、登録特許 TOP50 を付表２に示した。但し、登録特許は 2020/5/31 現在の数値であ

り、登録情報はデータが更新されると共に増加する。ここでは年金未納などで失効してい

る特許を加味した有効特許については議論しない。 



 
最近では ALIBABA、OPPO、VIVO MOBILE が急速に出願を増やしている反面、ZTE

や XIAOMI、NUBIA TECHNOLOGY、かつては公開ランキング TOP5 内にあった HONG 
HAI(2019 年は 100 位外)の衰退ぶりが著しい。 
 
３．早期公開特許 
 出願～6 か月以内の超早期公開特許数は 2012 年以降、年々増加していることがわかる（図

３）。2019 年 12 月に出願された案件の 6 か月以内出願数（1,046,927 件）は 2020 年 6 月

に確定した。2017 年以降の全公開数もまだ確定していないが、全公開数がほぼ確定した

2016 年以前のデータでもその割合は約６０％となっている。個別企業別に見てみると早期

公開制度を積極的に利用している企業では全出願の８０％以上というところも多い。 
 
中国では、出願と同時に審査請求していても「公開」にならないと審査に着手できない

ため、早期権利化目的で早期公開請求をしているようにも思えるが、登録後の権利維持率

は決して高くない。早期公開の目的は未だ不明であるが、「このような技術を保有していま

すよ」というアドバルーンなのであろうか。図４には月別出願推移も示した。超早期公開

が増え始めた 2013～2015 年は出願から 4 か月ぐらいがピークであったが、そのピークも

2016～2018 年には 5～6 か月となり、2019 年には再び 4 か月がピークとなっている。（2019
年出願の公開 8 か月以降は未確定・・若干の増加あり） 
 

 
図３．超早期公開特許出願推移 

 



 
図４．超早期公開特許月別出願推移 

 
４．超早期公開特許出願人ランキング 
 出願～6 か月以内の超早期公開出願の出願人ランキングを見てみると中国科学院や国家

電網、大学などが上位を占める一方、珠海格力电器(Gree Electric)、京东方科技(BOE 
Technology)、腾讯科技(Tencent Technology)など民間企業も上位に食い込んでいる。 
 早期公開特許に関心を持ち始めた 2013 年北京で開催された特許情報フェア(PIAC)の際

に別会場で京东方科技から「早期公開特許」と題するミニセミナーが開催され、印象深か

ったと共に、それ以来、京东方科技の出願については登録特許の維持率などと共に注目し

ている。 
 

表１．超早期公開特許（出願～公開 6 か月以内）出願人ランキング（2020/6/6 現在） 

 



民間企業と思われる企業にはマークした。 
 
 早期公開出願の全出願に対する割合を「早期公開率」として表２に示した。2018 年以降

は全出願（公開）が確定していないので「暫定」としている（2017 年出願も若干影響あり）。

通常公開数が加味されてくると早期公開率も当然少し下がる。 
 早期公開率 90％以上の出願人をマークした。通常の出願が原則、早期公開、という状況

である。 
 

表２．超早期公開率 

 
 
５．超早期公開未活用出願人 
 中国では出願～6 か月以内の早期公開が普通になっている、という状況ではあるが、华为

技术（HUAWEI）、中国石油化工（SINOPEC）、阿里巴巴（ALIBABA）など出願公開上位

にランクされる一部の主要出願人でも早期公開制度を積極的に利用していないところもあ

る。いずれも出願年基準。 
  



表３．超早期公開未活用出願人の超早期公開出願数（2020/6/6 現在） 

 
表４．超早期公開率 

 
 HUAWEI や SINOPEC などの 2019 年超早期公開率が高いのは、全出願のほとんどが現

時点（2020/6）では未公開であるためである。2021 年末ごろには 10％前後になるものと予

想される。 
 
６．外国出願人の超早期公開特許 
 外国出願人 2019 年公開ランキング TOP20 の超早期公開数についても調べた。三星电子

がわずかに利用している他、外国出願人はほとんど通常出願公開となっている。 
 

表５．外国出願人の超早期公開特許（2020/6/6 現在） 

 
 



表６．超早期公開率 

 
2018 年出願分以降は未確定 

 
 

付表１．中国出願公開 TOP100（発行日基準）2020/5/31 現在 2019 年公開でソート 

 



 

 



 
国籍部分をマーキングしたものは外国出願人 
 

付表２．中国登録特許 TOP50（発行日基準）2020/5/31 現在 2019 年登録でソート 

 



 
国籍部分をマーキングしたものは外国出願人 
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